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研究要旨 

研究目的：主観的もの忘れ（Subjective cognitive impairment: SCI）患者と軽度認知障害（Mild 

cognitive impairment: MCI）患者に見られる BPSD のうち、負担の主たる原因と考えられる無為・無関

心の脳内基盤を調べることを目的とした。 

研究方法：大阪大学医学部附属病院神経科精神科外来を受診した、SCI 患者と MCI 患者 80 例について、

NPI における無為・無関心の得点と脳容積との関係を調べた。 

結果：SCI および MCI 患者の無為・無関心の NPI の得点の平均は 2.6±3.0 であった。この得点と MMSE

の得点に有意な相関は見られなかった（rs = -0.13, p = 0.25）。年齢、性別、MMSE、頭蓋内容積を共

変量として多重回帰分析を行った結果、無為・無関心の得点と右側坐核、右扁桃体、右海馬傍回、右尾

状核の脳容積が有意に負の相関を示した（p < 0.001）。また多重比較補正を行っても同様の結果であっ

た。 

まとめ：SCI および MCI 患者において、右側坐核、右扁桃体、右海馬傍回、右尾状核が無為・無関心の

得点と関連のある部位として同定できた。 

 

 

A. 研究目的 
アルツハイマー型認知症において、無為・無

関心は記憶の障害と並んで早期に現れる重要な

症状と言われているが、昨年度の研究にて、軽

度認知障害（Mild cognitive impairment: MCI）

の段階で BPSD が見られ、そして無為・無関心が

NPI にて得点、負担度とももっとも多く見られ

た。この無為・無関心の脳内基盤を調べること

で、その本質が理解でき、対応に役立つと考え、

主観的もの忘れ（Subjective cognitive 

impairment: SCI）患者と MCI 患者に見られる無

為・無関心の脳内基盤を調べることを目的とし

た。 



 

 

B. 研究方法
大阪大学医学部附属病院神経科精神科を受診

し、SCI 及び

いて、神経心理学的検査と

神経心理学的検査として、総合的な認知機能の

評価に Mini

近時記憶の評価に

ルの論理記憶Ⅱ、

Depression Scale (GDS)

Neuropsychiatric Inventory (NPI) 

画像解析については

像に対し、

連をみるため、

関解析を行った。

容積を共変量とした重回帰分析を行い、多重比

較補正には

いた。 

（倫理面への配慮）
 本研究は、大阪大学
審査され、承認を得て行われている。

C. 研究結果
被験者は

の情報を表

表 1 被験者情報

  
男性/女性

年齢 
発症年齢
MMSE 

論理記憶Ⅱ
GDS 

  

NPI の各項目の得点については表

であり、昨年度の結果と同様に、無為・無関心

の得点がもっとも多かった。

得点に有意な相関は見られなかった（

p = 0.25）。

 

研究方法 
大阪大学医学部附属病院神経科精神科を受診

及び MCI の診断基準を満たす

いて、神経心理学的検査と

神経心理学的検査として、総合的な認知機能の

Mini-Mental State Examination (

近時記憶の評価にウェクスラーメモリースケー

ルの論理記憶Ⅱ、うつ状態の評価に

Depression Scale (GDS)

chiatric Inventory (NPI) 

解析については次の事を行った。

に対し、NPI の「無為・無関心」得点との関

連をみるため、SPM8 を用いて

関解析を行った。②年齢、性別、

容積を共変量とした重回帰分析を行い、多重比

較補正には Small volume correction(SVC)

（倫理面への配慮） 
本研究は、大阪大学

審査され、承認を得て行われている。

研究結果 
は 80 名であり、

表 1に示す。

被験者情報 

 平均±標準偏差
女性 
 74.0

発症年齢 71.6
 26.9

論理記憶Ⅱ 6.8
 4.7

の各項目の得点については表

り、昨年度の結果と同様に、無為・無関心

の得点がもっとも多かった。

得点に有意な相関は見られなかった（

）。 

大阪大学医学部附属病院神経科精神科を受診

の診断基準を満たす

いて、神経心理学的検査と頭部 MRI

神経心理学的検査として、総合的な認知機能の

ental State Examination (

ウェクスラーメモリースケー

うつ状態の評価に

Depression Scale (GDS)、BPSD の評価

chiatric Inventory (NPI) 

次の事を行った。

の「無為・無関心」得点との関

を用いて voxel base

年齢、性別、MMSE

容積を共変量とした重回帰分析を行い、多重比

Small volume correction(SVC)

本研究は、大阪大学研究倫理審査委員会にて
審査され、承認を得て行われている。

名であり、NPI 以外の検査結果等

。 

平均±標準偏差 
32/48 

74.0±4.4 
71.6±10.3 
26.9±2.1 
6.8±8.4 
4.7±3.9 

の各項目の得点については表

り、昨年度の結果と同様に、無為・無関心

の得点がもっとも多かった。この得点と

得点に有意な相関は見られなかった（

大阪大学医学部附属病院神経科精神科を受診

の診断基準を満たす 80 例につ

RI を行った。

神経心理学的検査として、総合的な認知機能の

ental State Examination (MMSE

ウェクスラーメモリースケー

うつ状態の評価に Geriatric 

の評価に

chiatric Inventory (NPI) を用いた。

次の事を行った。①MRI 画

の「無為・無関心」得点との関

voxel base の相

MMSE、頭蓋内

容積を共変量とした重回帰分析を行い、多重比

Small volume correction(SVC)を用

研究倫理審査委員会にて
審査され、承認を得て行われている。 

以外の検査結果等

 

の各項目の得点については表 2のとおり

り、昨年度の結果と同様に、無為・無関心

この得点と MMSE

得点に有意な相関は見られなかった（r = -0.13, 

大阪大学医学部附属病院神経科精神科を受診

例につ

を行った。

神経心理学的検査として、総合的な認知機能の

MSE)、

ウェクスラーメモリースケー

Geriatric 

を用いた。

画

の「無為・無関心」得点との関

の相

、頭蓋内

容積を共変量とした重回帰分析を行い、多重比

を用

研究倫理審査委員会にて

以外の検査結果等

のとおり

り、昨年度の結果と同様に、無為・無関心

MMSE の

0.13, 

 

 

として多重回帰分析を実施

無関心」得点の増加に伴い、右側坐核、右尾状

核、右扁桃体、右海馬傍回の脳容積が有意に低

下

を図に示す。また、

部位を黄色で示す

脳部位

右海馬傍回
右側坐核
右扁桃体

右尾状核
 

右 

 表 2 NPI の各項目の得点

 
総合点
妄想
幻覚
興奮

うつ・不快
不安
多幸

無為・無関心
脱抑制

易刺激性・不安定性
異常行動
睡眠

食行動異常
認知機能変動

 
年齢、性別、

として多重回帰分析を実施

無関心」得点の増加に伴い、右側坐核、右尾状

核、右扁桃体、右海馬傍回の脳容積が有意に低

下 (p < 0.001 uncorrected)

を図に示す。また、

 

 

 

図 相関が見られた脳部位

各画像は頭部

部位を黄色で示す

表 3 SPM の結果

脳部位 

右海馬傍回 
右側坐核 
右扁桃体 

 
 

右尾状核 
 

側坐核 
尾状

の各項目の得点

  
総合点 
妄想 
幻覚 
興奮 

うつ・不快 
不安 
多幸 

無為・無関心 
脱抑制 

易刺激性・不安定性 
異常行動 
睡眠 

食行動異常 
認知機能変動 

年齢、性別、MMSE、及び頭蓋内容積を共変量

として多重回帰分析を実施

無関心」得点の増加に伴い、右側坐核、右尾状

核、右扁桃体、右海馬傍回の脳容積が有意に低

(p < 0.001 uncorrected)

を図に示す。また、SPM の結果を表

相関が見られた脳部位

各画像は頭部 MRI 冠状断で、相関が見られた

部位を黄色で示す 

の結果 

座標
ｘ ｙ
36 -22
4 10
28 0
30 σ
28 8
15 14

側坐核 
尾状核 

の各項目の得点 

平均±標準偏差
8.4±10.4
0.4±1.3
0.3±1.1
0.9±2.2
0.4±1.2
0.5±1.8
0.04±0.2
2.6±3.0
0.3±1.5
0.4±1.0
0.5±1.8
1.0±2.3
1.0±2.4
1.4±1.3

、及び頭蓋内容積を共変量

として多重回帰分析を実施したところ、

無関心」得点の増加に伴い、右側坐核、右尾状

核、右扁桃体、右海馬傍回の脳容積が有意に低

(p < 0.001 uncorrected)していた。

の結果を表 3

相関が見られた脳部位 

冠状断で、相関が見られた

座標 
ｙ ｚ 
22 -14 
10 -14 
0 -20 
σ -33 
8 -24 
14 18 

海馬傍回 

平均±標準偏差 
10.4 
1.3 
1.1 
2.2 
1.2 
1.8 
0.2 
3.0 
1.5 
1.0 
1.8 
2.3 
2.4 
1.3 

、及び頭蓋内容積を共変量

したところ、無為・

無関心」得点の増加に伴い、右側坐核、右尾状

核、右扁桃体、右海馬傍回の脳容積が有意に低

していた。各部位

3に示す。 

冠状断で、相関が見られた

p 値 
 
 <0.001 
 <0.001 
 <0.001 
 <0.01 
 <0.01 
 <0.001 

 
扁桃体

 

Z 値 

3.97 
4.15 
3.39 
3.23 
3.21 
3.7 

扁桃体 左 



 

 

多重比較補正を実施したところ、右側坐核、

右尾状核、右扁桃体、右海馬傍回において容積

が有意に低下(FWE corrected)していた。 

D. 考察 
SCIおよびMCIにおいて、BPSDがすでに見られ、

無為・無関心がもっとも得点が多く、MMSE の得

点と相関がないことから、MMSE で測定できる認

知度とは相関がないといえる。また、無為・無

関心の得点は、右側坐核、右尾状核、右扁桃体、

右海馬傍回の脳容積と関連しており、以下のこ

とが考えられる。 

側坐核は、報酬、快楽、嗜癖、恐怖などに重

要な役割を果たすため、無為・無関心はこれら

の機能低下の結果と捕らえることが出来るかも

しれない。 

扁桃体は、情動に重要な役割を果たすため、

無為・無関心は情動の低下と捕らえることが出

来るかもしれない。 

海馬傍回は記憶の符号化や検索に重要な役割

を果たすとされるが、無為・無関心は、周りの

刺激に対して、記憶にうまくアクセス出来ずに

いるということを反映しているのかもしれない。 

尾状核は自発運動と関連があるかもしれなく、

無為・無関心との関連も考えられるかもしれな

い。 

E. 結論 
SCIおよびMCIにおいて、BPSDがすでに見られ、

無為・無関心がもっとも得点が多く、これらの

得点の増加に伴い、右側坐核、右尾状核、右扁

桃体、右海馬傍回の脳容積が有意に低下してい

た。 
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